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 梅雨明けを待たれる季節となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。いつも PTA 活動にご協力いただきあり

がとうございます。 

さて、今回は先日受けてきた PTA 指導者研修の中での話を皆様に共有したいと思います。PTA の目的とは？新

入生説明会の時にお渡しました「PTA へようこそ」と「総会資料」の最終頁に載っている会則には難しく書いて

ありますが、要するに保護者と先生が子どもの健やかな成長を支えるために協力しあう組織。あと 1 つ会員相互

の学習（大人の学び）を提供することを目的としている組織だということなのです。なので、皆様へこうやって

お届けする文章には、何か少しでもプラスになる情報を提供していけると良いなと考えております。     

また、今回の研修で PTA 活動に参加することで実は沢山の良いことがあることも知り、子どもにも良い影響を

あたえるのだよと、その研修会で高校生の先輩ママに教えていただきました。今、手に取って見える子どもの変

化はないですが、子どもの心が育っているのだと、とてもうれしい気持ちになって帰ってきました。機会があれ

ば皆様も積極的に PTA に関わり合いをもって活動してみてください、その言葉の意味がいつかわかる日が共に来

るのかもしれないですね。 

 最後に、まもなく楽しみな夏休みがやってきます。ケガや事故などに十分注意して、沢山の楽しい思い出づく

りの出来るよい時間となりますように☆☆ （服部 由佳） 

                                      

 

第２回運営委員会報告                                     

＜学校より＞    

●コロナ 5類に移行後活動制限が緩和されてきたが、増えてきているため、引き続き感染に注意必要。 

●水泳の授業や宿泊学習などは安全に無事に行えている。 

●保護者によるボランティアの協力に感謝しています。今後も引き続きご協力お願いします。 

●11 月 11日(土)に運動会は開催予定。（昨年度同様、午前中で終了。人数制限なく実施予定） 

 

＜イベント支援部より＞ 

●9 月 4日   除草・草刈り作業 

●9 月 25日   季節飾り付けボランティア 秋飾り付け作業  

●11 月 7日   除草・草刈り作業 

●11 月 22日  季節飾り付けボランティア 冬飾り付け作業 

●11 月 27日   二中区クリーン活動 

 

＜学年部より＞ 

●6 月 14日  図書ボランティア活動 開始 

 

＜地区部より＞ 

●6月７日 「スクールガード活動のお知らせ」「転出入時の注意事項について」配付 

●子ども達の見守りは、今後 2中区全体で強化して、祇園小だけでなく、2中区（祇園小・緑小・南

河内第二中）として子ども達を一緒に見守ってまいりますことを 3校ＰＴＡで決定しましたので、

ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

祇園小ＰＴＡ会長 服部由佳 

     書記 佐野・堀内 

        

＜広報部より＞ 

●まもなくＰＴＡ通信 

祇園小教職員紹介号を発行します 

♪楽しみにお待ちくださいね♪ 

 

ご協力くださりありがとうございます☆ 



＜執行部より＞ 

● 9月後半  祇園小祭ボランティア募集 

●10月前半   運営委員役員募集 

●12月 9日  第 3回運営委員会開催 

       祇園小祭開催(13:00～15:30開催) 

(郊外活動) 

●9月 23日  下野市小中音楽祭（自治医大ホール） 

●10月 21日 南河内第二中学校 椿祭 

●11月 14日 下都賀地区特別支援教育振興大会（小山市文化センター） 

★各部活動報告については別紙にて詳細を記載しております。 

◎審議事項 1：役員への行事参加優先権の内容決定 

      ・体操着リサイクル販売の優先購入権とする。 

 

誰も置き去りにしない「居場所」の力 西野氏の講演会レポート 

 

西野氏が創設した「フリースペースたまりば」は学校や家庭・地域の中に自分の「居場所」を見いだせない子ど

もや若者たちが集う「学校外の育ちと学びの場」としてはじめたそうです。現代の子ども達の生きづらい現状と

共に「居場所」の重要性を話していただきました。子どもの生きづらさには少なからず親の不安（正しい親に見

られたい）が関係しているようです。これは、子どもが失敗しないように先回りして、子どもにいろんなものを

与えて、出来ることが当たり前、出来ない事がダメなことのように育て、弱音が吐けずつらい感情が出せず、こ

んなに豊かな国ではあるのに、ユニセフの調査で精神的幸福度が 38 ヵ国中 37 位という結果となってしまってい

る現状があり、子どもが困らないようにと思って、やっていることが、追い詰めていることもあるのだと反省さ

せられる内容でした。to do よりも to be 「生きているだけですごい」そう思って子育てできると子どもが安心

して自己肯定感を高めることにもなるようです。子育ては、親も子どもも孤立しない。たくさんの「居場所」を

みつけていろんな人と繋がりあってみてください。きっと、その中で自分の居心地のよい場所が見つかり、ここ

なら大丈夫という安心感の中で育っていけることが幸せにつながっていくのだと思います。 

でも、子どもの本当の願いは、「まず大人が幸せでいてほしい」ということでした。大人の私たちが幸せでいる

ことが子どもの幸せにつながるのだということを心に留めて、毎日笑顔で過ごせるように、無理しないようにや

っていきたいものですね。（服部 由佳）  

 

 

 

☆右の絵の中に 

何匹のどんな動物がかくれて 

いるかな？？ 

親子で考えてみてね♪ 

 

わかった人は下の執行部メールまで、 

連絡してね！！ 

答えと一番早くわかった回答者 

の名前を次回のインフォメーシ 

ョンに掲載します♪ 

 

PTAへのご意見やご要望などございましたら、PTA執行部までご連絡ください。 

Mail       PTA執行部:r5pta.gion@gmail.com 

 

次回の運営委員会は、12月 9 日（土）開催予定です. 

 
ヒント：さかさにして

みるとわかりやすいよ 

 


